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                                        平成１６年６月１７日 

 

        ＥＵにおける最新の動きについて（未定稿） 

 

１．透明性指令（案） 

 

 ● ＥＵの透明性指令（案）（定期開示：年次報告書・半期報告書の開示義務等）に

ついて、財務相理事会は、５月１１日、欧州議会が３月３０日に承認した修正版に

政治的合意。今後、財務相理事会により公式に採択される予定。 

 

 ● 採択は２００４年末頃、施行は２００６年末頃の模様。施行までは、現状の取扱

いが継続。 

 

 ● 外国会計基準（第３国基準）の国際会計基準（ＩＡＳ）との同等性の評価について

は、ヨーロッパ証券規制当局委員会（ＣＥＳＲ：英国ＦＳＡや仏・金融市場庁（ＡＭＦ）

等加盟各国の証券規制当局で構成）が技術的助言を行う予定。 

 

 ● ６月１日に開催されたヨーロッパ証券委員会（ＥＳＣ：加盟各国の財務省等で構

成）において、ＥＣ（欧州委員会）からＣＥＳＲへの検討指示（案）（draft mandate）に

ついて議論された模様。 

 

２．目論見書指令 

 

 ● ＥＣは４月２９日に目論見書指令（発行開示）を実施するための規則を採択し、４

月３０日付けのＥＵ官報に掲載。２００５年７月１日施行。 

 

 ● 当該ＥＣ規則における第３国の証券発行者の取扱い（３５条）に関するポイント

は以下。 

     ・ ＩＡＳまたはＩＡＳと同等の第３国の国内会計基準に従って財務諸表を作成

すべき義務は、２００７年１月１日までは、第３国の証券発行者（２００７年１月

１日現在でその証券が上場されており、かつ、第３国の国内会計基準に従っ

て財務情報を表示・作成している者）には適用されない。 

     ・ この場合、目論見書に含まれる財務諸表が証券発行者の資産・負債、財
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務ポジション及び損益の真実かつ公正な概観（true and fair view）を示してい

ないならば、当該財務諸表はより詳細・追加的な情報を伴う。 

     ・  第３国の証券発行者は、２００７年１月１日以降は、ＥＣが定めるメカニズ

ムに沿って同等性が確立された後に財務諸表を表示する。 

     

                                               （以上） 


